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１．配布先等 

静岡県政記者クラブ、静岡市記者クラブ 

２．問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所  副所長 浅井
あ さ い

 聡
さとし

、 計画課長  家
いえ

垣
がき

 義洋
よしひろ

 

TEL 054-250-8900  FAX 054-252-5747 

静岡市 建設局 道路部 道路計画課    課長  杉村
すぎむら

 則久
のりひさ

、課長補佐 真
ま

継
つぐ

 章夫
あ き お

 

TEL 054-221-1239  FAX 054-221-1045 

 

本日開催した静岡県道路交通渋滞対策推進協議会長沼ＷＧ（第３回） 

の開催結果をお知らせします。会議の概要は下記のとおりです。 
 

記 

＜開催日時・場所＞ 

日時：令和３年７月１６日（金）13：00～15：00 

場所：静岡国道事務所 

 

＜国道１号長沼交差点の対策の方向性のポイント＞ 

〇南北軸である（主）山脇大谷線について、静岡鉄道踏切と長沼 

交差点を跨ぐ立体化事業と長沼大橋の橋梁架替事業の一体的な 

実施を対策（案）とする。 

〇国・静岡県・静岡市が引き続き連携し、地域の合意形成を図り 

ながら、対策（案）の詳細な検討を進める。 

 

＜配布資料＞ 

別紙 国道 1号長沼交差点の対策の方向性 
※第3回長沼WG資料については、静岡国道事務所ホームページで公表 

致します。以下のURLを参照下さい。 

https://www.cbr.mlit.go.jp/shizukoku/torikumi/suisui/j

utaikyo/index.html                       

以上 

国道１号長沼交差点の対策の方向性を取りまとめました 
～静岡県道路交通渋滞対策推進協議会長沼ＷＧ（第３回）の開催結果について～ 
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国道１号

＜対策の方向性＞

○ 南北軸である（主）山脇大谷線について、静岡鉄道踏切と長沼交差点を跨ぐ立体化
事業と長沼大橋の橋梁架替事業の一体的な実施を対策（案）とする。

・ 信号待ちによる渋滞が激しく、市街化が進む長沼交差点は、渋滞対策として立体化が有効。

・ 東西軸の国道１号の立体化では、静岡鉄道の踏切待ちによる南北軸の渋滞が解消されないため、
南北軸の（主）山脇大谷線の立体化が有効。（これにより、東西軸の国道１号の渋滞も解消）

・ 老朽化が進む長沼大橋については、鉄道軌道が近接し、補強工事が困難なため、架替が必要。

・ 立体化事業と橋梁架替事業の一体的な実施により、全体として効率的に両事業を実施。

○ 国・静岡県・静岡市が引き続き連携し、地域の合意形成を図りながら、対策（案）の詳
細な検討を進める。

・ 沿道物件や現道交通への影響も想定されるため、地域の合意形成を図ることが必要。

・ 事業中に現道交通にできるだけ影響を与えないよう、詳細ルートや施工方法の検討が必要。

・ 立体化と橋梁架替事業を組み合わせた整備手法や役割分担の検討が必要。

国道１号長沼交差点の対策の方向性 別紙
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